
冒
9
い
8
落
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て

服
　
部

知
　
文

序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
『
人
間
悟
性
論
』
（
〉
箒
騨
馨
。
§
§
三
5
σ
q
国
§
§
¢
発
心
露
旨
α
q
し
①
8
）
第
四
巻
に
見
ら
れ
る

二
様
の
「
啓
示
」
概
念
一
自
然
的
啓
示
と
直
接
的
啓
示
1
と
同
じ
く
第
四
巻
に
見
ら
れ
る
『
奇
跡
』
概
念
を
、
彼
の
後
期
の
著
作
『
キ

リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
（
↓
冨
幻
霧
8
量
①
藁
ω
。
剛
9
触
藍
鼠
蔓
》
南
桑
剛
く
西
山
ぼ
呼
①
留
愚
膏
①
L
①
8
）
、
及
び
『
奇
跡
論
隠
（
跨
U
響
。
償
露
。
｛

鼠
冨
幕
・
。
・
叢
簿
窪
ぼ
ミ
O
膳
）
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
し
、
併
せ
て
旧
稿
「
冒
ぎ
い
2
寄
に
於
け
る
認
識
の
問
題
一
そ
の
体
系
の
統
一
的
把

握
に
つ
い
て
一
」
（
本
誌
第
四
百
七
十
五
号
、
第
四
百
七
十
六
号
）
に
お
け
る
拙
論
の
補
足
、
訂
正
を
行
い
た
い
。
と
り
わ
け
ロ
ッ
ク
の

「
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
」
に
関
す
る
所
説
、
所
謂
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
原
罪
否
定
」
説
に
対
す
る
拙
論
の
訂
正
を
行
い
た
い
（
本
誌
第

四
百
七
十
点
ハ
膿
万
、
三
十
山
公
貝
参
礪
｛
）
。

　
す
で
に
旧
稿
で
述
べ
た
ご
と
く
、
窟
ッ
ク
に
と
っ
て
、
そ
の
全
体
系
を
一
貫
す
る
関
心
事
は
、
「
道
徳
の
原
理
」
の
究
明
と
、
道
徳
の
根

拠
と
し
て
の
「
神
」
へ
の
信
仰
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
政
府
論
』
（
穿
。
づ
黛
睡
ω
の
ω
鑑
Ω
く
講
O
o
く
Φ
旨
ヨ
Φ
夢
お
O
O
）
に
お
い
て
す
ら
、
市
民
社
会

は
所
有
権
の
体
系
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
所
有
権
は
直
接
神
に
繋
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
民
社
会
は
、
神
麗
な
「
所
有
権
」
を
保
全

す
べ
き
社
会
と
な
る
（
本
誌
第
四
百
七
十
五
号
、
一
七
頁
以
下
参
照
）
。
ロ
ッ
ク
の
金
体
系
は
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
上
に
築
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

105

｝
O
ぎ
じ
8
冨
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て

二
五
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二
六

　
神
の
存
在
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
初
期
の
『
自
然
法
論
臨
に
お
い
て
、
神
の
存
在
の
宇
宙
論
的
証
明
が
展
開
さ
れ
、
「
自
然
の

光
」
（
甥
讐
；
協
薫
霞
①
）
“
感
官
表
象
と
理
性
の
協
岡
作
用
（
8
・
Φ
×
Φ
旨
岡
。
。
①
鼠
ω
2
零
需
§
呂
§
・
・
巳
墓
・
・
8
）
な
る
認
識
原
理
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
感
官
表
象
に
与
え
ら
れ
た
自
然
の
観
念
か
ら
推
論
し
て
、
自
然
法
の
認
識
と
そ
の
背
後
に
あ
る
立
法
老
、
す
な
わ
ち
自
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

創
造
者
た
る
神
の
観
念
に
至
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
神
の
存
在
の
認
識
に
至
る
道
は
、
『
人
間
悟
性
論
聯
第

四
巻
第
十
九
章
四
飾
に
お
い
て
、
「
自
然
の
啓
示
」
と
さ
れ
、
こ
こ
に
揮
ッ
ク
の
「
啓
示
し
概
念
は
「
自
然
の
啓
示
」
の
外
に
「
直
接
的
啓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

示
」
が
提
示
さ
れ
、
こ
の
「
直
接
的
啓
示
」
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
る
も
の
が
、
「
奇
跡
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
ま
ず
ロ
ッ
ク
の
二
重
の
「
啓
示
」
概
念
か
ら
検
討
す
る
。

　
註

　
（
1
）
　
ロ
ッ
ク
の
原
典
か
ら
の
引
用
に
当
っ
て
は
、
『
窃
然
法
論
』
に
つ
い
て
は
、
≦
．
く
。
瓢
風
巻
2
”
ぢ
プ
博
い
9
犀
ρ
騨
紹
《
・
。
◎
臣
臼
。
雰
づ
・
鼠
Z
鎮
賃
ρ

　
　
　
ド
O
α
餅
○
誌
。
犠
に
よ
り
糎
緯
栃
と
し
て
該
書
の
頁
数
を
記
し
た
。

　
　
　
　
『
人
間
梧
性
論
』
に
つ
い
て
は
、
｝
ρ
男
醤
器
戦
野
に
よ
る
二
巻
本
、
O
o
ぐ
醇
＆
三
〇
算
μ
㊤
㎝
O
に
よ
り
閏
馨
賓
と
し
て
、
そ
の
続
き
に
巻
、
章
、

　
　
　
節
の
数
字
を
挙
∴
げ
た
。

　
　
　
　
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
は
、
芝
O
国
｝
窃
O
栴
旨
O
ぴ
勢
い
＾
8
ぎ
ぎ
囲
O
＜
O
ご
旨
Φ
ω
ぎ
目
C
o
b
◎
も
◎
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
、
　
【
九
六
一
一
年
版
、
〈
O
ド
“
に
よ

　
　
　
り
、
ま
た
『
奇
跡
論
』
に
つ
い
て
は
同
版
、
〈
o
剛
．
O
に
よ
っ
た
。

　
（
2
）
騨
鍔
。
・
”
や
日
q
も
。
口
q
9

　
（
3
）
願
選
滋
く
”
鼠
F
b
。
甲
艶
レ
一
×
レ
伊

一

ロ
ッ
ク
は
『
入
閥
悟
性
論
四
聖
四
巻
第
一
章
に
お
い
て
、

述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
知
識
を
「
観
念
」
に
物
定
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
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「
知
識
は
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
観
念
の
あ
る
も
の
の
結
合
と
一
致
、
ま
た
は
不
一
致
と
背
反
の
知
覚
に
他
な
ら

　
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
の
み
知
識
は
存
在
す
る
」
身
ど
湧
く
し
σ
卜
。
）
。

　
そ
し
て
、
ロ
ッ
ク
は
こ
の
観
念
の
一
致
、
不
一
致
の
知
覚
の
仕
方
に
三
つ
の
相
違
を
認
め
、
直
覚
的
、
論
証
的
、
感
覚
的
と
す
る
。
か

く
て
、
わ
れ
わ
れ
の
知
識
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
わ
れ
わ
れ
が
、
か
の
一
致
ま
た
は
不
一
致
の
知
覚
を
持
ち
得
る
以
上
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
何
等
の
知
識
を
持
つ
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
そ
の
知
覚
は
、
e
直
覚
、
す
な
わ
ち
あ
る
二
つ
の
観
念
を
直
接
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
る
か
、
ま
た
は
ロ
ニ
つ
の
観
念
の
一
致
ま
た
は

　
不
一
致
を
若
千
の
他
の
観
念
の
介
在
に
よ
っ
て
吟
味
す
る
理
性
に
よ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
⇔
個
物
の
存
在
を
知
覚
す
る
感
覚
に
よ

　
る
の
で
あ
る
・
…
：
」
（
叛
鈴
ざ
圏
く
堕
藻
”
卜
。
）
。

　
上
述
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
即
ッ
ク
の
知
識
は
、
e
直
覚
的
知
識
、
◎
論
証
舶
知
識
、
⑫
感
覚
的
知
識
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
知
識
の

確
実
性
も
こ
の
三
段
階
に
対
応
す
る
。
す
な
お
ち
、
直
覚
的
知
識
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
「
冷
罵
の
持
ち
得
る
も
っ
と
も
明
蜥
で
確
実
な

知
識
」
で
、
「
す
べ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
知
識
の
、
す
べ
て
の
確
実
性
と
明
証
は
こ
の
直
覚
に
よ
っ
て
い
る
」
㊧
紹
ざ
署
”
鎧
H
）
の
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
存
在
」
の
知
識
は
、
こ
の
直
覚
的
知
識
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
掛
雛
《
”
置
く
“
蹴
評
　
鱒
困
）
。
　
「
人
間
悟
性
論
」
第
四
巻
で
新
に

持
ち
込
ま
れ
る
こ
の
「
直
覚
」
概
念
は
、
ロ
ッ
ク
に
対
す
る
デ
カ
ル
ト
の
影
響
を
示
す
も
の
で
あ
る
Q
つ
ぎ
に
論
証
的
知
識
は
、
「
神
の
存

在
に
関
す
る
知
識
を
も
含
む
も
の
」
で
あ
る
が
（
国
難
ざ
署
”
算
卜
、
じ
、
こ
の
論
証
的
知
識
は
、
理
性
の
推
論
に
お
い
て
他
の
観
念
を
介
在

せ
し
め
て
達
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
推
論
の
中
間
に
介
在
す
る
諸
観
念
の
結
合
に
も
、
直
覚
は
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
「
知

識
の
確
実
性
」
に
到
達
で
き
な
い
と
云
わ
れ
る
（
め
ω
無
辺
り
H
＜
曽
罵
冒
H
l
b
◎
）
σ
　
「
論
証
的
知
識
に
お
い
て
、
理
性
が
進
ん
で
行
く
各
段
階
に
は
、

理
性
が
証
拠
と
し
て
用
い
る
つ
ぎ
の
中
等
の
観
念
に
よ
っ
て
、
理
性
が
求
め
る
と
こ
ろ
の
一
致
ま
た
は
不
一
致
の
直
覚
的
知
識
が
あ
る
」

（
艀
鈴
ざ
目
く
り
罫
唄
）
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
論
証
的
知
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
、
理
性
の
推
論
能
力
と
そ
の
前
提
を
な
す
直
覚
的
知
識

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
三
段
階
の
感
覚
的
知
識
は
、
「
外
界
の
有
限
な
る
個
別
的
存
在
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
…
…
知
覚
」

遍
。
剛
餐
轡
9
寄
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て

二
七
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二
八

（
浮
墨
《
℃
間
く
”
｝
r
μ
癖
）
に
も
と
つ
く
知
識
で
あ
っ
て
、
た
ん
な
る
蓋
然
性
に
止
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
上
述
の
ご
と
く
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
三
段
階
に
分
類
さ
れ
た
知
識
は
、
観
念
の
一
致
、
不
一
致
の
知
覚
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一

致
、
不
一
致
は
い
か
な
る
点
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
ロ
ッ
ク
は
こ
れ
を
四
種
類
に
分
け
る
。
す
な
わ
ち
、
e
圃
一
ま
た
は
差
異
、
◎

関
係
、
臼
共
在
ま
た
は
必
然
的
結
含
、
鱒
実
在
的
存
在
で
あ
り
（
穿
ざ
回
く
”
r
ω
）
、
こ
の
四
分
類
中
、
最
後
の
「
実
在
的
存
在
に
関
す
る

知
識
」
に
至
っ
て
、
始
め
て
ロ
ッ
ク
の
知
識
論
は
、
客
観
的
実
在
と
の
関
係
に
逢
着
す
る
。
そ
し
て
、
さ
き
に
述
べ
た
知
識
の
三
段
階
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
存
在
に
対
応
す
る
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

　
e
　
直
覚
的
知
識
は
、
わ
れ
わ
、
れ
自
身
の
存
在
に
、

　
◎
　
論
証
的
知
識
は
、
神
の
存
在
に
、

　
㊧
　
感
覚
的
知
識
は
、
有
限
な
る
個
別
的
存
在
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
（
翻
心
ざ
H
＜
」
罫
繋
）
o

　
さ
て
上
述
の
三
種
の
知
識
の
う
ち
、
神
の
存
在
に
関
す
る
論
証
的
知
識
は
、
「
直
覚
」
と
「
直
覚
」
を
介
し
て
働
く
「
理
性
に
よ
る
推

論
」
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
が
、
『
戚
然
法
論
』
に
お
け
る
「
自
然
の
光
」
と
い
う
認
識
原
理
に
お
い
て
、
感
官
表
象
（
ω
Φ
霧
守
篤
§
マ

ま
コ
）
の
果
た
す
役
割
は
、
こ
の
『
入
聞
悟
性
論
』
第
四
巻
の
論
証
的
知
識
に
至
っ
て
、
「
直
覚
」
に
概
き
換
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
『
自
然
法
論
』
で
す
で
に
展
開
さ
れ
て
い
る
神
の
存
在
の
宇
雷
論
的
証
明
に
対
し
て
、
『
入
問
悟
性
論
』
第
四
巻
に
お
い
て
は
、

た
ん
に
「
蓋
然
性
」
し
か
与
え
ぬ
「
感
覚
」
の
与
え
る
観
念
に
も
と
つ
く
推
論
に
代
っ
て
、
明
晰
、
確
実
な
「
直
覚
」
を
介
し
て
働
く
理

性
の
推
論
と
い
う
形
式
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
の
神
の
存
在
の
証
明
は
、
「
わ
れ

わ
れ
の
自
身
の
考
察
と
わ
れ
わ
れ
自
身
の
性
情
の
う
ち
に
冤
出
す
こ
と
に
よ
り
し
（
駿
鐙
ざ
類
・
ン
①
）
、
す
な
わ
ち
霞
我
の
直
覚
的
知
識
に

も
と
づ
い
て
、
「
理
性
し
が
推
論
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
体
論
的
証
明
に
近
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
揖
ッ
ク
は
デ
カ
ル

ト
の
本
体
論
証
明
に
表
し
て
は
、
『
入
間
悟
性
論
』
第
四
巻
で
は
、
敢
え
て
反
論
し
て
は
い
な
い
が
（
閏
ポ
ω
P
鴇
v
　
浅
く
’
　
濃
い
　
曵
）
、
後
に
な
っ
て
、

「
神
の
実
在
は
他
の
実
在
に
よ
っ
て
の
み
」
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
外
物
の
存
在
は
わ
れ
わ
れ
の
感
官
に
よ
り
証
明
さ
れ
、
膚
我
の



存
在
は
感
宮
よ
り
確
実
な
直
覚
に
よ
っ
て
証
朔
さ
れ
る
の
で
、
「
も
っ
と
も
確
実
で
争
う
こ
と
の
で
き
ぬ
神
の
存
在
証
明
は
、
こ
こ
か
ら

一
連
の
観
念
に
よ
り
引
き
だ
さ
れ
る
」
律
器
…
一
U
①
器
誉
。
。
．
筥
8
｛
。
冨
Ω
a
｛
δ
ヨ
け
垂
簾
窓
。
隔
旨
霧
塁
穿
翼
。
コ
。
ρ
費
§
ぎ
貫
H
8
9
ぎ

い
。
畿
空
事
．
ω
目
冨
雛
h
・
。
こ
。
ぎ
い
9
げ
ρ
㌘
。
。
嵩
）
と
述
べ
て
、
明
ら
か
に
本
体
論
的
証
明
を
拒
否
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
は
神

の
存
在
に
関
し
て
は
、
依
然
と
し
て
『
画
然
法
論
』
以
来
の
宇
宙
論
的
証
明
を
、
維
持
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ッ
ク
は
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
第
十
六
章
「
同
意
の
程
度
」
に
至
っ
て
、
神
の
存
在
の
認
識
に
「
啓
示
」
（
奪
孚

蒙
8
）
の
概
念
を
新
に
提
起
す
る
。
「
啓
示
」
と
は
、
理
性
の
推
論
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
神
ぞ
の
も
の
に
よ
る
」
証
雷
で
あ
り
、
こ
れ

に
対
す
る
同
意
は
「
儒
仰
」
（
電
琶
と
呼
ば
れ
る
（
騨
馨
・
頃
・
×
＜
…
狐
ら
。
こ
こ
に
μ
ッ
ク
に
お
け
る
「
理
性
と
信
仰
」
の
関
係
が
あ
ら
わ

に
な
る
が
、
ロ
ッ
ク
は
ま
ず
、
「
理
性
と
儒
仰
は
反
対
で
は
な
い
」
こ
と
を
主
張
し
て
、
充
分
な
理
由
に
も
と
つ
か
ず
に
は
信
仰
は
何
物
に

も
与
え
ら
れ
ぬ
が
故
に
、
信
仰
は
理
性
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
弱
呈
し
く
・
k
〈
詳
潔
）
。
さ
ら
に
「
理
性
と
揺
仰
」
の
関
係

は
発
展
さ
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
譲
鴇
ざ
目
く
’
×
〈
課
弘
）
と
さ
れ
、
理
性
と
対
比
さ
れ
た
も
の
と
し

て
の
信
仰
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
「
僑
仰
は
、
理
性
の
推
論
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
特
殊
な
通
知
め
方
法
に
よ
っ
て
神
か
ら
く
る
も
の
と
し
て
、
そ

　
れ
を
提
示
す
る
人
を
信
用
し
て
、
あ
る
命
題
に
同
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
々
に
真
理
を
現
わ
す
こ
の
方
法
を
わ
れ
わ
れ
は
啓
示
と
呼

　
ぶ
」
（
き
噸
も
。
魯
ざ
圏
く
“
襲
勘
芦
鱒
）

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
「
啓
示
」
も
「
信
仰
」
も
、
と
も
に
理
性
の
審
判
の
も
と
に
置
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
「
啓
示
は
、
神
が
そ
れ
を
与
え
る
こ
と
を
喜
ん
だ
場
合
に
は
、
理
性
の
蓋
然
的
な
推
測
に
勝
る
に
違
い
な
い
。
し
か
も
な
お
そ
れ
が

　
真
実
啓
示
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
ま
た
そ
れ
を
伝
え
る
雷
神
の
意
義
を
、
判
断
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
理
性
に
属
す
る
」
葛
馨
メ
目
く
”

　
×
〈
澤
噛
c
o
）
、

109

噛
。
ぎ
ピ
。
。
冨
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て

二
九
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三
〇

　
　
「
何
事
も
神
の
啓
示
し
た
こ
と
は
確
か
に
真
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
疑
い
を
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
露
量
の
信

　
仰
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
神
の
啓
示
で
あ
る
か
否
か
は
、
理
性
が
こ
れ
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
曾
ざ
H
＜
・
×
＜
貰
δ
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
嘗
ッ
ク
は
同
重
々
十
九
章
「
熱
狂
に
つ
い
て
」
を
一
七
〇
〇
年
の
第
四
版
で
追
加
し
て
、
引
幕
に
お
い
て
、
「
同
意
の
根
拠
」
を

三
つ
挙
げ
て
、
「
理
性
」
、
「
啓
示
」
、
「
熱
狂
」
と
し
、
「
熱
狂
」
は
理
性
を
捨
て
て
、
理
性
な
し
に
啓
示
を
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
（
国
肇
ざ
固
く
闇
×
｛
お
ω
）
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
理
性
と
啓
示
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
加
え
て
い
る
（
弱
鰭
き
H
＜
讐
銑
・
ら
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
四
巻
第
十
六
章
以
後
に
お
い
て
新
た
に
提
起
さ
れ
た
「
啓
示
」
は
、
「
神
の
直
接
的
啓
示
」
と
も
呼
ば
る
べ
き
も
の

で
、
こ
れ
に
対
し
て
「
理
性
」
は
「
自
然
の
啓
示
」
（
量
§
＝
㊦
野
薮
◎
誉
）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
逆
に
「
啓
示
」
は
「
自
然
の
理
性
」
（
§
。
。
§

亀
溢
鎮
震
①
）
と
呼
ば
れ
て
、

　
　
「
そ
れ
に
よ
り
永
遠
の
父
で
あ
り
、
す
べ
て
の
知
識
の
源
泉
で
あ
る
神
は
、
人
類
に
、
彼
ら
の
自
然
の
能
力
の
到
達
す
る
範
囲
に
彼

　
が
置
い
た
真
理
の
部
分
を
伝
え
る
の
で
あ
る
し
ハ
署
ざ
囲
く
長
ダ
鼻
）
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
ロ
ッ
ク
の
「
啓
承
」
概
念
は
、
「
神
の
真
接
的
啓
示
偏
と
「
自
然
の
啓
示
」
B
理
性
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か

も
、
こ
こ
に
云
わ
れ
る
理
性
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
「
人
間
の
自
然
の
能
力
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
『
自
然
法
論
』
、
『
人
笑
悟
性
論
』
第
二
巻
に
一
貫
し
た
、
「
感
官
表
象
と
理
性
の
協
同
作
用
」
と
し
て
の
「
自
然
の
光
」
乃
至
は

『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
に
示
さ
れ
る
論
証
的
知
識
を
与
え
る
能
力
と
し
て
の
理
性
、
す
な
わ
ち
直
覚
を
介
し
て
働
く
叢
論
能
力
と
し
て

の
「
理
性
」
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
神
の
存
在
の
知
識
に
関
し
て
云
え
ば
、
宇
宙
論
的
証
明
の
形
式
で
、
ま
た
論
証
的
知
識

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
（
響
町
ざ
H
＜
り
郵
贈
）
、
こ
の
「
自
然
の
啓
示
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
理
性
は

自
然
の
啓
示
」
（
響
《
》
署
り
丸
岡
メ
み
）
と
語
ら
れ
る
場
合
に
は
、
理
性
は
感
官
表
象
乃
至
直
覚
を
も
含
ん
で
働
く
広
義
の
も
の
と
解
さ
れ
る
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（
2
）

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
ロ
ッ
ク
の
啓
示
概
念
は
、
直
接
的
啓
示
と
自
然
的
啓
示
に
分
れ
、
そ
の
双
方
が
理
性
を
最
後
の
「
裁
判
窟
と
指
遵
者
」
と
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
（
響
鍔
》
H
＜
凌
ぎ
置
）
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
啓
蒙
主
義
的
合
理
主
義
者
と
し
て
の
ロ
ッ
ク
の
姿
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に

の
み
焦
点
を
当
て
て
戸
ッ
ク
を
考
え
る
こ
と
は
、
以
後
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
の
姿
を
冤
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
、
直
接
的
啓
示
に
つ
い
て
は
、
「
熱
狂
と
混
同
さ
れ
や
す
い
」
（
曽
紹
ざ
艶
℃
×
ぎ
切
も
）
と
し
て
い
て
、
慮
接
的
啓
示
が
熱
狂
と
区

別
さ
れ
た
真
理
で
あ
る
こ
と
を
、
理
性
は
何
に
よ
っ
て
判
断
す
る
か
が
つ
ぎ
に
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ロ
ッ
ク
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、　

　
「
神
は
そ
の
真
理
を
自
然
の
理
性
の
普
通
の
方
法
で
明
示
す
る
か
、
あ
る
い
は
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
真
理
が
神
の
権
威
に
よ
っ
て

　
神
が
わ
れ
わ
れ
を
し
て
同
意
さ
せ
よ
う
と
思
う
真
理
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
ま
た
理
性
が
誤
る
こ
と
の
あ
り
得
な
い
よ
う
な
若
干
の

　
印
し
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
確
信
せ
し
め
る
の
で
あ
る
」
（
閃
馨
ざ
周
く
混
ダ
置
）
、

と
さ
れ
る
。
こ
の
叙
述
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
そ
の
命
題
が
直
接
的
啓
示
で
あ
る
と
理
性
が
判
断
す
る
根
拠
と
し
て
、

新
し
く
提
示
さ
れ
て
く
る
も
の
は
、
「
若
干
の
印
し
」
に
他
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
ま
た
「
心
の
中
の
確
信
の
内
な
る
光
よ
り
他
の
あ
る

も
の
」
（
両
ω
鴛
鴇
り
囲
く
堕
騒
一
き
回
α
）
と
も
云
わ
れ
て
い
る
「
奇
跡
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
か
く
て
神
か
ら
啓
示
を
受
け
た
昔
の
翌
人
た
ち
は
、
…
…
あ
の
彼
ら
自
身
の
心
の
中
の
確
信
と
い
う
聖
な
る
光
よ
り
他
の
あ
る
も

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
を
も
っ
て
い
た
Q
…
…
そ
れ
ら
の
啓
示
の
創
造
者
を
彼
ら
に
確
信
せ
し
め
る
外
的
な
印
し
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
翫
（
騨
緯
鴇
縞
く
”

　
払
ン
樋
甲
一
傍
点
築
老
）
、

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
章
十
六
飾
に
お
い
て
は
、

　
　
「
承
認
せ
ら
れ
た
真
理
が
、
書
か
れ
た
神
の
需
葉
に
よ
る
啓
示
に
一
致
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
行
為
が
正
し
い
理
性
あ
る
い
は
盤
典

　
の
教
示
に
一
致
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を
神
か
ら
の
も
の
と
認
め
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
何
ら
危
険
を
冒
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
確
信
し

　
　
　
　
旨
。
｝
岳
い
9
滞
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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三
二

　
て
よ
い
」
（
閃
。
り
蟹
《
り
H
ノ
さ
×
一
冥
u
　
囲
①
）
と
、

神
か
ら
の
直
接
的
啓
示
ー
ー
「
奇
跡
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
啓
示
」
の
規
範
と
し
て
、
「
理
性
と
聖
書
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
ロ
ッ

ク
の
宗
教
の
問
題
は
、
理
性
、
聖
書
、
奇
跡
を
軸
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、

　
註

　
（
1
）
国
ω
・
・
鉛
ざ
H
押
×
×
＜
凱
…
り
。
◎
に
お
い
て
、
す
で
に
ロ
ッ
ク
は
神
の
法
鋼
が
「
自
然
の
光
一
と
「
啓
示
の
声
」
の
二
種
の
方
法
に
よ
っ
て
告
添
さ
れ
る
こ

　
　
　
と
を
示
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
こ
の
よ
う
に
理
性
を
広
義
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
後
の
カ
ン
ト
に
至
っ
て
も
岡
様
で
あ
っ
て
、
カ
ン
ト
の
悟
性
が
、
感
性
と
質

　
　
　
を
異
に
す
る
能
力
と
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
感
性
と
は
独
立
に
、
鋼
個
に
働
く
も
の
で
な
い
の
と
職
様
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
撲
判
』

　
　
　
に
お
け
る
「
先
験
的
統
覚
」
（
巳
の
9
湯
鴻
鼠
9
£
①
〉
勺
聡
門
N
Φ
冨
。
嵩
）
の
解
釈
を
、
た
ん
に
悟
性
の
側
に
の
み
寄
せ
て
考
え
る
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の

　
　
　
叙
述
（
区
濡
髪
留
戦
吋
Φ
ぎ
§
＜
①
暴
§
置
φ
ω
．
り
ω
溌
諺
需
ヨ
。
慶
讐
q
q
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ン
ト
を
誤
解
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

　
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
後
期
の
宗
教
思
想
は
、
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
に
示
さ
れ
た
。
薩
接
的
啓
示
と
自
然
的
啓
示
の
区
分
以
後
、
「
聖
書

と
奇
跡
」
の
問
題
に
集
中
す
る
。
ロ
ッ
ク
晩
年
の
大
著
で
あ
る
『
墾
典
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
（
↓
鳶
口
9
。
。
。
ま
ぴ
讐
①
ω
。
。

象
O
藍
ω
薮
導
ざ
霧
雪
鉱
一
く
・
民
ぎ
停
①
浮
弓
観
望
ρ
嵩
O
G
。
）
、
お
よ
び
彼
の
最
晩
年
の
著
作
で
、
死
後
公
刊
さ
れ
た
『
奇
跡
論
』
（
》
O
冨
。
寳
総
9

護
§
冨
≦
舜
窪
ぎ
嵩
。
恥
・
訣
蝕
竃
碧
羅
a
ヨ
ミ
8
）
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
と
の
関
連
に
お
い
て
読
ま
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
直
接
的
啓
示
の
思
想
は
、
い
わ
ば
、
ロ
ッ
ク
後
期
の
宗
教
思
想
へ
の
接
合

点
を
な
す
も
の
と
玄
え
る
。

　
ロ
ッ
ク
晩
年
の
大
著
で
あ
る
こ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
の
含
む
問
題
点
は
、
大
別
し
て
つ
ぎ
の
三
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
e
　
「
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
し
と
云
わ
れ
る
場
合
の
「
合
理
性
」
ρ
聯
碁
。
琶
げ
響
窮
）
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
。



　
　
⇔
そ
の
中
に
展
開
さ
れ
る
「
原
罪
論
」
。

　
　
⇔
　
「
行
い
の
法
」
（
騨
≦
・
団
毛
9
琶
と
「
僑
仰
の
法
」
（
讐
乏
。
陰
鋒
琶
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
戒
律
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
モ
ー
セ
の
律
法
は
、
神
意
の
喪
現
と
し
て
の
農
然
法
に
合
致
し
、
そ

　
れ
は
、
神
の
被
造
物
で
あ
る
人
間
の
理
性
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
に
よ

　
　
る
、
照
約
聖
書
に
見
ら
れ
る
予
言
の
実
現
と
、
イ
エ
ス
の
行
っ
た
奇
跡
を
通
じ
て
、
イ
エ
ス
を
「
神
の
子
」
ー
ー
メ
シ
ヤ
と
し
て
信
ず
る

　
　
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
信
仰
の
問
題
は
、
原
罪
と
救
済
の
問
題
を
前
提
と
す
る
。

　
　
　
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
の
最
初
の
部
分
に
展
開
さ
れ
る
も
の
は
、
「
原
罪
」
論
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
は
「
原
罪
」
を
否
定
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
と
、
し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
直
線
的
に
理
神
論
的
な
ロ
ッ
ク
解
釈
が
生
ま
れ
易
い
。
果
し
て
、
ロ
ッ
ク
は
「
原
罪
」
を
否
定
し

　
　
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
ロ
ッ
ク
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
ダ
ム
の
堕
罪
は
福
音
書
の
救
済
の
教
理
の
基
礎
で
あ
る
（
毛
2
冨
く
。
ピ
8
薯
．
駿
）
。
盤
書
の

　
　
「
創
世
記
」
二
章
十
七
節
、
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
」
五
章
十
二
飾
、
「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
十
五
章
二
十
二
節
に
述
べ
ら
れ

　
　
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
ア
ダ
ム
は
神
に
背
い
た
た
め
に
、
恩
恵
と
不
死
の
楽
園
を
追
わ
れ
、
そ
の
子
孫
は
ア
ダ
ム
か
ら

　
　
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
有
限
な
生
命
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ア
ダ
ム
の
行
い
の
た
め
に
、
ア

　
　
ダ
ム
に
直
接
関
係
の
な
い
万
人
が
罪
（
σ
q
巨
〔
）
な
く
し
て
号
せ
ら
れ
た
り
、
断
罪
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
誰
し
も
自
分
の
所
行
に
よ
る
の
で

　
　
な
け
れ
ば
、
罪
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
ダ
ム
の
罪
1
一
神
へ
の
不
服
従
（
o
噂
一
欝
）
に
よ
っ
て
、
「
苑
が
万
人
に
き
た
」
と

　
　
い
う
場
合
の
「
死
」
は
、
罪
（
σ
q
亀
σ
）
と
か
、
神
へ
の
不
服
従
（
。
・
ぎ
）
と
か
解
す
べ
き
で
な
く
、
た
ん
に
生
理
的
死
が
き
た
と
解
す
べ
き
で

　
　
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
ロ
ッ
ク
の
原
罪
論
を
、
例
え
ば
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
『
新
約
塑
書
註
解
』
中
の
「
ロ
ー
マ
誰
爾
註
解
（
H
量
毒
δ
○
斎
く
竃
騨
団
箪

　
　
。
・
巨
§
霊
慈
盆
蜀
。
翠
き
ω
O
§
ヨ
Φ
三
朔
8
に
お
け
る
原
罪
論
と
比
較
す
る
と
、
ロ
ッ
ク
の
考
え
方
は
特
徴
的
で
あ
る
と
云
え
る
。
カ
ル
ヴ

耶　
　
　
　
　
　
鯛
。
財
欝
じ
8
押
①
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
二



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

14
一
　
ア
ソ
は
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
し
五
章
十
二
飾
の
解
釈
に
当
っ
て
、

　
　
　
「
『
罪
を
犯
す
臨
と
は
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
堕
落
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
母
の
胎
か

　
　
ら
持
っ
て
い
る
、
こ
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
よ
こ
し
ま
は
、
そ
れ
ほ
ど
、
す
ぐ
さ
ま
、
そ
の
実
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
し
か

　
　
も
、
主
な
る
神
の
前
で
は
、
罪
で
あ
り
、
そ
し
て
、
神
か
ら
の
罰
を
こ
う
む
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
原
罪
』
と
呼
ぽ

　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
れ
る
罪
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
註
解
の
「
コ
リ
ン
ト
前
書
」
に
は
、
「
死
は
霞
然
的
な
も
の
で
な
く
、
人
間
の
罪
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
は
死
を
、
罪
、
罰
あ
る
い
は
神
へ
の
不
服
従
と
解
す
る
こ
と
は
、
神
の
善
と
公
正
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の

　
　
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
原
罪
の
否
定
」
と
い
う
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
ク
は
ア
ダ
ム
に
お
け
る
罪
－
神
へ
の
不

　
　
服
従
の
罪
（
ω
ε
は
肯
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
ア
ダ
ム
の
子
孫
は
「
罪
が
あ
る
」
（
σ
q
¢
陣
ξ
）
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
た
と
考
え
ね
ば

　
　
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
群
ッ
ク
も
云
う
ご
と
く
、
原
罪
思
想
は
福
音
信
仰
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
、

　
　
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
さ
ら
に
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
福
音
書
の
救
済
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
死
す
べ
き
命
と
な
っ
た
万
人
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に

　
　
よ
っ
て
、
よ
み
が
え
ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
命
は
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
信
仰
に
よ
り
、
万
人
が
再
び
復
活
に
お
い
て
受
け
取
る
命
で

　
　
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
神
の
律
法
に
完
全
に
合
致
し
た
生
活
を
し
た
者
（
露
な
る
者
）
に
の
み
命
が
与
え
ら
れ
、
一
つ
で
も
律
法
を
犯

　
　
し
た
者
は
、
不
義
な
る
者
と
し
て
、
死
後
の
永
生
に
は
与
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
ロ
ッ
ク
は
こ
こ
に
「
行
い
の
拝
し
（
即
乏
O
｛
乏
O
鴎
穽
ψ
）
と
「
信
仰
の
呈
し
（
鵠
毒
魚
宣
ε
を
麗
立
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
行
い

　
　
の
法
」
と
は
神
が
完
金
な
服
従
を
求
め
る
律
法
の
道
徳
命
令
で
あ
り
、
こ
れ
を
犯
し
て
も
、
神
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
1
「
信
仰
の

　
　
法
」
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
エ
ス
を
「
神
の
子
」
「
メ
シ
ヤ
」
（
鼠
婁
詠
じ
一
1
・
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の

　
　
筈
霧
蓼
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
0
窪
。
・
け
9
を
意
味
す
る
一
と
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
信
仰
の
法
」
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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イ
エ
ス
を
信
ず
る
こ
と
は
、
イ
エ
ス
が
行
っ
た
「
奇
跡
」
と
イ
エ
ス
の
直
接
、
關
接
の
皆
白
を
信
じ
て
、
イ
エ
ス
が
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た

救
主
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
信
仰
は
、
「
悔
い
改
め
」
、
「
律
法
の
道
徳
命
令
を
掌
る
こ
と
」
、
「
慈

善
」
等
の
「
行
い
」
を
伴
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
救
済
の
教
理
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
非
常
に
容
易
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
、
曇
り
な
く
、
正
し
く
、
神
か
ら
与
え
ら
れ

た
理
性
を
用
い
る
な
ら
、
万
人
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
複
雑
な
思
弁
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
イ
エ
ス

を
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
撃
茎
者
と
信
ず
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
イ
エ
ス
は
神
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
を
、
旧
約
聖
書
の
予
雷
の

実
現
と
奇
跡
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
」
と
は
、
モ

ー
セ
の
律
法
が
理
性
の
法
で
あ
り
、
自
然
の
法
で
あ
っ
て
、
そ
の
道
徳
律
は
神
の
法
で
あ
り
、
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
人
間
の
理
性
　
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
イ
エ
ス
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
神
の
救
済
の
啓
示
は
、
理
性
に
よ
っ
て
充
分
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
、

誰
に
で
も
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
註（

1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

例
え
ば
、
窯
¢
自
貫
凶
8
0
嵐
b
。
。
ε
P
旨
0
7
ロ
轡
2
寄
”
H
O
q
メ
唱
9
も
Q
c
Q
ρ

松
下
圭
一
著
『
市
民
政
治
理
論
の
形
戒
』
昭
和
一
二
十
四
年
、
二
七
三
頁
参
照
。

服
部
知
文
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
・
奇
跡
論
』
書
辞
西
十
五
年
、
岬
書
房
版
、
九
頁
以
下
。

田
辺
保
訳
＝
二
九
頁
i
一
四
〇
頁
。

濁
辺
保
訳
、
三
五
三
頁
。

融
ケ
O
箒
譲
し
d
陣
び
寄
O
Q
ヨ
ヨ
①
嵩
欝
目
矯
唱
偉
ぴ
鷺
し
⇔
津
a
ぴ
鴇
H
く
。
鳴
。
岡
訳
、
　
九
六
九
側
貝
参
昭
崩
O

三

上
述
の
ご
と
き
群
ッ
ク
の
宗
教
思
想
に
お
い
て
は
、
「
奇
跡
」

　
　
　
噛
O
ン
謬
い
9
岸
①
に
お
け
る
「
啓
示
」
概
念
に
つ
い
て

の
も
つ
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ッ
ク
最
晩
年
の
三

三
五
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哲
学
研
一
究
　
　
第
五
菖
二
十
聞
穿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
＝
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

作
、
『
奇
跡
論
』
（
》
O
誇
。
斜
月
○
｛
墨
§
冨
≦
簿
§
ぎ
嵩
O
A
”
導
。
。
σ
鷺
ぴ
暴
民
ぎ
嵩
8
）
は
、
も
と
も
と
プ
リ
1
ト
ウ
ヅ
ド
の
『
奇
跡
二

論
』
翁
馨
巻
。
h
ζ
審
。
冨
・
圃
貫
6
芝
。
堂
蓉
。
霞
器
p
嵩
＄
）
に
関
連
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ロ
ッ
ク
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
に
お
い
て
、
啓
示
概
念
を
二
つ
に
分
っ
て
、
自
然
理
性
に
よ
る
「
自
然

的
啓
示
」
と
「
奇
跡
」
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
「
直
接
的
啓
示
」
と
し
て
い
る
。
も
し
、
ロ
ッ
ク
が
自
然
的
啓
示
の
立
場
に
の
み
止
る
な
ら

ば
、
彼
は
理
神
論
者
に
数
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
神
は
理
性
の
推
論
の
要
請
と
し
て
、
ウ
ィ
レ
ー
の
言
う
如
き
「
当
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

科
学
と
宗
教
と
の
調
停
者
た
ち
の
神
」
に
止
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
を
理
神
論
者
か
ら
分
っ
た
も
の
は
、
こ
の
「
直
接
的
啓
示
」
の
思

想
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
奇
跡
」
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ッ
ク
は
「
信
仰
」
は
「
理
性
」
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い

（
閃
ω
雷
賓
》
旧
く
》
×
＜
圃
剛
…
》
α
）
、
ま
た
「
僑
仰
」
は
「
最
高
の
理
性
」
に
も
と
つ
く
庵
意
（
騨
紹
ざ
類
”
蓋
v
嵐
）
と
主
張
し
な
が
ら
、
人
間
の
理
性

は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
有
限
で
、
そ
の
能
力
の
及
び
得
る
範
囲
を
無
限
に
趨
え
て
い
る
神
を
知
る
に
は
、
人
間
の
理

性
は
、
は
る
か
に
及
ば
ぬ
（
国
馨
）
♂
目
押
遂
F
回
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
か
ら
の
薩
接
の
啓
示
を
知
る
に
は
、
人
間
の
理

性
の
及
ば
ぬ
超
自
然
的
な
も
の
が
心
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
奇
跡
」
で
あ
る
。
「
奇
跡
し
は
、
ロ
ッ
ク
が
『
耳
聞
悟
性
論
』
第

四
巻
で
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
超
自
然
的
な
事
件
で
、
自
然
の
経
過
を
変
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
卜
し
の
行
う
も
の
で
あ
り
、
「
そ
れ

ら
の
事
件
が
普
通
の
観
察
を
超
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
反
す
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
多
い
だ
け
信
を
得
る
の
に
よ
り
良
く
適
し
て
い
る
し

も
の
（
濁
ω
穏
当
℃
困
く
》
×
＜
…
》
μ
ω
）
で
あ
る
。
こ
の
「
奇
跡
し
と
い
う
特
別
の
通
知
の
方
法
に
よ
り
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
命
題
が
「
直
接
的
啓

示
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
奇
跡
」
が
い
か
な
る
も
の
か
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
、
そ
れ
は
、
「
心
の
中
の
確
信
の
内
な
る
光
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

り
他
の
あ
る
も
の
」
で
、
「
そ
れ
ら
の
啓
示
の
創
造
者
〔
神
一
筆
者
註
〕
を
彼
ら
に
確
信
さ
せ
る
外
的
な
印
し
し
禽
。
。
鐙
ざ
類
”
×
7
5
一
傍

点
筆
者
）
と
さ
れ
て
い
る
。
　
『
奇
跡
論
』
に
至
る
と
、
ロ
ッ
ク
の
「
奇
跡
」
の
定
義
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
も
の
に
な
っ
て
、
虜
然
の
因
果
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

翔
か
ら
は
み
出
し
た
超
自
然
的
な
も
の
で
、
神
聖
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
≦
◎
鵜
ρ
〈
o
ピ
ρ
づ
や
b
。
α
中
b
。
α
巴
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
あ
る
現
象
が
神
聖
な
啓
示
を
伝
え
る
「
奇
跡
」
で
あ
る
か
、
否
か
の
判
定
に
伴
う
戸
ッ
ク
の
主
観
主
義
で



あ
り
、
あ
る
超
自
然
的
な
も
の
が
、
神
か
ら
の
啓
示
を
伝
え
る
「
奇
跡
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
別
の
「
奇
跡
」
が
必

要
と
な
り
、
こ
こ
に
循
環
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
そ
こ
で
ロ
ッ
ク
は
、
『
奇
跡
論
』
に
お
い
て
、
『
奇
跡
』
に
よ
り
神
の
啓
示
を
伝
え
た
も
の
は
、
歴
史
上
モ
ー
セ
と
イ
エ
ス
に
限
る
と
し
、

こ
れ
ら
の
「
奇
跡
」
が
神
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
敵
対
し
て
現
わ
れ
た
も
の
の
持
っ
て
い
た
以
上
の
力
を
そ
れ
ら
の
「
奇

跡
」
は
備
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
奇
跡
認
識
の
た
め
に
生
ず
る
主
観
主
義
と
循
環
論
を
克
服
す
る
た
め
に
、
「
力
」
の
概

念
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
す
で
に
『
人
間
悟
性
論
』
第
二
巻
二
十
一
章
の
「
力
の
観
念
に
つ
い
て
」
の
一
節
（
国
ω
墨
寓
堕
］
［
【
》
騒
×
出
癖
）
に
は
、

　
　
「
心
は
能
動
的
な
力
に
関
す
る
観
念
を
、
侮
ら
か
の
外
的
感
覚
に
よ
る
よ
り
は
、
心
自
身
の
作
用
を
反
省
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
」

　
と
、

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
「
力
の
観
念
」
は
、
感
覚
（
こ
れ
は
不
漁
か
な
観
念
し
か
与
え
な
い
）
に
よ
る
よ
り
は
、

む
し
ろ
直
覚
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
「
奇
跡
」
の
も
つ
「
力
」
が
、
「
直
覚
」
に
訴
え
る
「
内
的
強
制
力
」
で
あ
る
こ
と
は
、
一
六
九
二
年
の
「
寛
容
第
三
書
簡
」

（
毛
。
蒔
。
。
ゆ
く
。
ピ
9
℃
p
蕊
累
塾
》
爵
豊
凶
箒
＝
O
H
↓
・
自
門
9
・
出
門
3
。
蕃
℃
鐸
鉾
○
臨
蓄
閏
。
§
ぎ
駕
¢
。
霞
目
。
h
因
9
σ
q
博
。
臣
）
に
も
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、

ま
た
『
奇
跡
論
』
の
当
初
に
お
い
て
「
知
覚
で
き
る
働
き
」
と
さ
れ
た
「
奇
跡
」
の
定
義
も
、
た
ん
な
る
外
的
感
覚
の
対
象
と
し
て
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
く
、
内
的
直
覚
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
窟
ッ
ク
が
『
奇
跡
論
臨
の
中
で
、
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
照

約
盤
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
七
章
の
モ
ー
セ
と
エ
ジ
プ
ト
人
の
魔
法
使
の
話
に
お
い
て
も
、
何
れ
が
神
か
ら
の
啓
示
を
伝
え
る
も
の
で
あ

る
か
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
の
判
定
の
基
準
は
、
そ
の
事
件
が
わ
れ
わ
れ
の
内
的
直
覚
に
訴
え
る
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね

ぽ
な
ら
な
い
。
か
く
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
素
朴
な
経
験
主
義
に
立
つ
こ
と
か
ら
生
ず
る
、
奇
跡
認
識
に
伴
う
循
環
は
避
け
ら
れ
る
。
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哲
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究
　
第
五
百
ご
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弩

三
八

註（
三
）
　
芝
ま
す
ヨ
コ
窃
8
≦
0
9
》
H
①
α
①
I
H
刈
Q
◎
G
o
、
　
一
暗
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ヂ
（
国
ぎ
頒
．
ω
0
2
行
σ
q
O
O
即
ヨ
げ
「
凱
σ
q
Φ
）
の
フ
ェ

　
　
つ
た
が
、
後
に
一
七
〇
八
年
、
セ
ン
ト
・
ア
ザ
フ
（
ω
滑
■
》
留
喜
）
、
一
七
一
四
年
に
イ
リ
i
（
や
噂
S
の
司
教
を
勤
め
た
盤
職
者
。

（
2
）
　
窪
ω
二
譲
毫
①
ざ
遍
げ
ω
ω
碧
ω
緊
零
⇒
夢
0
2
ε
曙
ゆ
卿
。
｝
お
δ
‘
邑
”
℃
窪
α
q
鄭
ぎ
ゆ
0
9
ハ
ρ
酔
⑩
①
卜
3
“
℃
◆
込
⇒
鐸
．

（
3
）
　
服
都
知
文
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
の
合
理
性
・
奇
跡
論
』
紹
和
四
十
五
年
、
岬
書
房
版
、
二
二
〇
頁
…
二
二
一
頁
。

（
4
）
　
前
掲
訳
霞
二
二
三
頁
。

（
5
）
前
掲
訳
蜜
二
二
五
頁
。

結
　
論

ロ
！
で
あ

e
　
ジ
ョ
ン
・
潔
ッ
ク
の
哲
学
は
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
中
心
課
題
は
「
道
徳
の
原
理
」
と

　
そ
の
根
拠
と
し
て
の
「
神
」
の
認
識
に
あ
っ
た
。
　
『
人
間
悟
性
論
』
第
一
巻
、
第
二
巻
に
お
け
る
認
識
原
理
は
、
初
期
の
『
自
然
法

　
論
』
以
来
の
「
自
然
の
光
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
神
の
与
え
る
理
性
の
法
た
る
自
然
法
の
認
識
原
理
で
あ
る
と
と
も
に
、
神
の
存
在

　
の
認
識
原
理
で
も
あ
っ
た
が
、
『
人
間
悟
性
論
』
第
四
巻
に
至
る
と
、
「
啓
示
」
の
一
つ
た
る
「
自
然
的
啓
示
」
に
止
ま
っ
て
、
さ
ら

　
に
「
直
接
的
啓
示
」
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
。

¢⇒

@
こ
の
「
直
接
的
啓
示
し
を
介
し
て
、
質
ッ
ク
後
期
の
著
作
『
キ
ジ
ス
ト
教
の
合
理
性
』
へ
の
、
ま
た
『
奇
跡
論
蝕
へ
の
接
点
も
見

　
出
さ
れ
る
こ
と
。

　
日
　
こ
の
神
か
ら
の
コ
薩
接
的
啓
示
」
は
、
「
奇
跡
」
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
奇
跡
」
概
念
は
、
『
入
髪
悟
性

　
論
』
第
四
巻
に
至
っ
て
始
め
て
提
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
後
期
の
察
教
的
著
作
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も

　
の
で
あ
る
こ
と
。

㈱
　
ロ
ッ
ク
の
云
う
キ
リ
ス
ト
教
の
「
含
理
性
」
と
は
、
理
神
論
者
の
期
待
す
る
よ
う
な
「
合
理
性
」
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教



　
理
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
人
間
の
理
性
に
合
致
し
て
萌
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
。

㈲
　
そ
こ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
「
原
罪
論
」
は
、
「
原
罪
」
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

因
ま
た
原
罪
か
ら
の
救
済
は
、
た
ん
に
「
行
い
の
法
」
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
信
仰
の
法
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
イ
エ

　
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
役
割
が
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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Forschung　der　Kunst　vor．　Er　verstand　unter　Kttnst　folgendes’　：

　　1．　Da　sich　die　Tatigkeiten　des　menschliehen　Geistes　nicht　nur　im

begr1fflichen　Denken　entfaiten，　sondern　auch　im　！ebendigen　anschauiichen

Bilde，　so　muB　man　die　Kunst　ais　Ausdruck　der　Wahrhelt　des　Si皿iichen’

auffassen．　Was　die　Kunst　in　ihrer　sinnlichen　Form　redet，　das　kann　man

nicht　durch　andere　Mittel　oder　Formen　darstellen．

　　2．　Die　Kunst　ist　eine　Art　von　Sprache，　aber　sie　teilt　uns　nicht　eine

begriffliche　Erkenntnis，　sondern　eine　unmittelbare　anschauliche　Erkennt－

nls　mlt．

　　3．　Fttr　die　Kunst　sind　die　Technik　und　die　Materie，　durch　die　das

Kunstwerk　gestaltet　wlrd，　immer　wesensbestlmmend．　Das　Kunstwerk　wM

nur　das，　was　in　seiner　wirklich－gewordenen　Forrn　und　Farbe　zut　Aus－

spraehe　gekommen　lst，　sprechen，　und　es　will　nur　sich　selbst　bedeuten．

　　Hettner　behauptete，　die　Asthetik　und　Kunstgeschichte　seien　nicht　zwei

von　einander　geschledene’Wissenschaften，　sondern　verschiedene　Zweige

einer　elnzigen，　organischen　Kunstwissenschaft，　d．　h．　die　beiden　Teile

derselben．　Gegen　die　Aufhebung　der　Asthetik　in　die　Kunstwissenschaft

mUssen　wir　einen　Einwand　erheben，　aber　den　anthropologlschen　Stand－

punkt，　auf　dem　Hettner　eine　neue　Wissenschaft　der　Kunst　herzustellen

suchte，　rnttssen　wir　einnehmen　und　noch　weiter　betreiben．　Wir　sehen　in

Hettner　einen　der　Verlaufer　der　heutigen　Kunstwissenschaft．

On　the　Notion　of　Revelation　in　the　Philosophy　of　John　Locke

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tomofumi　Hattorj
i　一　一　一　一　一　一　t　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　i　一　一　一　一　一

This　paper　attempts　to　make　clear　the　foilowing　points　：

1．　The　system　of　the　philosophy　of　John　Loeke　is　based　on　his　Christian

　　faith，　and　his　main　problem　was　both　to　investigate　the　moral　principles

　　and　to　acquire　the　knowledge　of　the　existence　of　God，　as　the　ground　of

　　morality．　This　problem　is　seen　all　through　his　works，　from　his　early

2



　　Essays　on　the　Law　of　Nature，　written　shortly　after　1660，　to　Two　Treatises

　　o！Civil　Goveプnmenち　1690，　a獄d五πEssay　concernin8・Humanこ乃iderstc～nding，

　　1690．　Locke　deals　with　the　Christian　faith　directly　in　his　later　work，

　　TんθReasonaろlenessげCゐristianitcr，　as　delivered　in　the　ScriPtare，1695．

2．　As　it　has　been　since　his　ESSAYS，　tke　principle　o£　knowledge　ln

　　his　ESSAY，　bk．　1　and　II，　is　the　light　of　nature．　But　in　his　ESSAY，

　　bk．　IV　he　g．　peaks　not　only　of　natural　revelation　but　also　of　direct

　　rez／elαtio鴛。

3・　This　direct　revelation　forms　the　connectlng　link　between　his　earlier

　　works　and　his　later　ones，　The　Reasonableness　of　Christianitbl　and　also

　　ADiscouブseげMiracles．

4．　This　direct　revelation　frorn　God　ls　delivered　through　miracles．　The

　　doctrine　of　miracles　is　found　for　the　first　time　in　his　ESSAY，　bk．　IV，

　　and　has　a　great　significance　in　his　later　religious　works．

5．　The　word　reason‘thleness　in　the　title　T］te　Reasonczbleness　of　Christianity

　　means　that，the　doctrine　of　Christian　religion　is　conformable　to　the

　　reason　of　mankind　given　by　God．　lt　doesnot　mean　the　reasonableness

of　deism．　’，，6．　The　doctrine　of　or圭g呈難al　s三n　i鷺The　Reasonableness　o！Cんブistiani彦ly　does

　　not　repudiate　original　sin，　but　distinguishes　it　from　original　guilt．

　　The　salvation　from　original　sin　is　not　given　by　the　law　of　works，

　　but　by　the　law　of　faith．　Here　lies　the　very　r61e　of　Jesus　Christ．

　　　　　　Ka．　nt　und　die　nicht－euklidischen　Geometrlen

in　Beziehung　auf　Martins　Verteidigung　der　Theorle　Kants

　　　　　　　　　　　　　　　　von　Masataka　Miyaji

　　Die　Frage，　ob　Kants　Erkenntnistheorie　die　nicht－euklidischen　Geome－

trien　zu　begrttnden　verm6ge　oder　nicht，　wttrde　eln　wichtiges　Problem　flir

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3


